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学 習 活 動 指 導 者 内 容
東中学校
ボランティア学習会
和歌山市立東中学校
教員ボランティア
各教科の学習
中学校３年生児童を対象
週１回実施
安原小学校
ボランティア学習会
和歌山市立安原小学校
教員ボランティア
各教科の学習
小学校３・４年児童を対象
週１回実施
そろばん教室 地域ボランティア
珠算
希望者を対象
週１回実施
安原小学校区
子どもセンター
土曜教室
和歌山市教育委員会
派遣講師
各教科の学習
全小学生児童が参加
週１回実施
書き方教室 地域ボランティア
書写
希望者を対象
週１回実施
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子どもの成長に合わせ選択の範囲を広げていくことが
必要と考える。学習についても施設側が活動の充実を
図った当初は、「やりたくない」と拒否的に反応する児
童が大部分であった。しかし比較的易しい課題からス
タートして、やれば出来るという意識を持つようにな
ってきたことで、学習は次第に自主的なものへと変わ
ってきているし、内容にも広がりがある。
施設の中では職員による24時間の関わりに加え、心
理職員を配置して専門的なケアを実施している。しか
し子どもを養育することや、その家庭を援助していく
ことは、児童養護施設の機能だけでは不可能である。
社会的保護を要する家庭の課題は一つではなく複雑で
ある。一つ一つの問題に応じた対応が求められ、専門
機関との連携やネットワークが大切となる。何より地
域社会の人々の見守りが必要である。児童への学習活
動の支援においてもそのことは共通していた。
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